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【手続補正書】
【提出日】令和3年2月22日(2021.2.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための方法であって、
　第１の同期信号（ＳＳ）ブロック中で、第１の物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣ
Ｈ）ペイロードの線形符号化に少なくとも部分的に基づいて第１のコードワードを受信す
ることと、前記第１のＰＢＣＨペイロードが、前記第１のＳＳブロックのための第１のタ
イミングインジケータを含む、
　時間増分を含むブロック間持続時間だけ前記第１のＳＳブロックから時間的に分離され
た第２のＳＳブロック中で、第２のＰＢＣＨペイロードの線形符号化に少なくとも部分的
に基づいて第２のコードワードを受信することと、前記第２のＰＢＣＨペイロードが、前
記第２のＳＳブロックのための第２のタイミングインジケータを含み、前記第２のタイミ
ングインジケータが、前記第１のタイミングインジケータと前記時間増分とに少なくとも
部分的に基づく、
　前記時間増分に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のコードワードおよび前記第２
のコードワードのための組み合わせられた復号メトリックの１つまたは複数の仮説を決定
することと、ここにおいて、前記１つまたは複数の仮説の数が、ＳＳブロック間の非一様
なブロック間持続時間に基づく、
　前記１つまたは複数の仮説における少なくとも１つの仮説の各々に基づいて前記第１の
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コードワードを復号することと、前記少なくとも１つの仮説が正しい仮説を含む、
　前記正しい仮説に少なくとも部分的に基づいて前記第１のコードワードを復号するとき
に実行される巡回冗長検査（ＣＲＣ）検証に少なくとも部分的に基づいて前記第１のコー
ドワードを決定することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記１つまたは複数の仮説を決定することが、
　前記時間増分に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のタイミングインジケータと前
記第２のタイミングインジケータとの間のビット差分についての第１の中間の１つまたは
複数の仮説を決定することと、
　前記第１の中間の１つまたは複数の仮説に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のコ
ードワードおよび前記第２のコードワードのための組み合わせられた復号メトリックの前
記１つまたは複数の仮説を決定することと
　を備え、
　前記第１の中間の１つまたは複数の仮説に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のコ
ードワードおよび前記第２のコードワードのための組み合わせられた復号メトリックの前
記１つまたは複数の仮説を決定することが、
　前記第１の中間の１つまたは複数の仮説に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のコ
ードワードと前記第２のコードワードとの間の符号化ビット差分についての第２の中間の
１つまたは複数の仮説を決定することと、
　前記第２の中間の１つまたは複数の仮説のうちの少なくとも１つに少なくとも部分的に
基づいて前記第２のコードワードのための復号メトリックの第２のセットを補正すること
と、
　前記第１のコードワードおよび前記第２のコードワードのための組み合わせられた復号
メトリックの前記１つまたは複数の仮説を決定するために、復号メトリックの各補正され
た第２のセットを、前記第１のコードワードのための復号メトリックの第１のセットと組
み合わせることと
　を随意に備える、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のタイミングインジケータが、前記第１のＳＳブロックのための、第１のＳＳ
ブロックインデックス、または前記第１のＳＳブロックインデックスの一部分を備え、前
記第２のタイミングインジケータが、前記第２のＳＳブロックのための、第２のＳＳブロ
ックインデックス、または前記第２のＳＳブロックインデックスの一部分を備え、
　前記方法は、好ましくは、
　前記第１のＳＳブロックインデックスに少なくとも部分的に基づいて、ブロードキャス
トチャネル送信時間間隔（ＢＣＨ　ＴＴＩ）内の前記第１のＳＳブロックの第１のタイミ
ングを決定することと、
　前記第１のＳＳブロックインデックスに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＳＳ
ブロックが送信されるビームを随意に識別することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のコードワードが、第１の線形符号化に少なくとも部分的に基づいて符号化さ
れる前記第１のＰＢＣＨペイロードを備え、前記符号化された第１のＰＢＣＨペイロード
のための第１の巡回冗長検査（ＣＲＣ）と、前記符号化された第１のＰＢＣＨペイロード
とが、第２の線形符号化に少なくとも部分的に基づいて符号化され、
　前記第２のコードワードが、前記第１の線形符号化に少なくとも部分的に基づいて符号
化される前記第２のＰＢＣＨペイロードを備え、前記符号化された第２のＰＢＣＨペイロ
ードのための第２のＣＲＣと、前記符号化された第２のＰＢＣＨペイロードとが、前記第
２の線形符号化に少なくとも部分的に基づいて符号化される、
　請求項１に記載の方法。
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【請求項５】
　前記時間増分がＳＳブロックの数を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のＳＳブロックと前記第２のＳＳブロックとがブロードキャストチャネル送信
時間間隔（ＢＣＨ　ＴＴＩ）内に受信される、または、
　前記第１のＳＳブロックと前記第２のＳＳブロックとが異なるブロードキャストチャネ
ル送信時間間隔（ＢＣＨ　ＴＴＩ）内に受信される、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための装置であって、前記装置は、
　第１の同期信号（ＳＳ）ブロック中で、第１の物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣ
Ｈ）ペイロードの線形符号化に少なくとも部分的に基づいて第１のコードワードを受信す
るための手段と、前記第１のＰＢＣＨペイロードが、前記第１のＳＳブロックのための第
１のタイミングインジケータを含む、
　時間増分を含むブロック間持続時間だけ前記第１のＳＳブロックから時間的に分離され
た第２のＳＳブロック中で、第２のＰＢＣＨペイロードの線形符号化に少なくとも部分的
に基づいて第２のコードワードを受信するための手段と、前記第２のＰＢＣＨペイロード
が、前記第２のＳＳブロックのための第２のタイミングインジケータを含み、前記第２の
タイミングインジケータが、前記第１のタイミングインジケータと前記時間増分とに少な
くとも部分的に基づく、
　前記時間増分に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のコードワードおよび前記第２
のコードワードのための組み合わせられた復号メトリックの１つまたは複数の仮説を決定
するための手段と、ここにおいて、仮説の数が、ＳＳブロック間の非一様なブロック間持
続時間に基づく、
　前記１つまたは複数の仮説における少なくとも１つの仮説の各々に基づいて前記第１の
コードワードを復号するための手段と、前記少なくとも１つの仮説が正しい仮説を含む、
　前記正しい仮説に少なくとも部分的に基づいて前記第１のコードワードを復号するとき
に実行される巡回冗長検査（ＣＲＣ）検証に少なくとも部分的に基づいて前記第１のコー
ドワードを決定するための手段と
　を備える装置。
【請求項８】
　基地局におけるワイヤレス通信のための方法であって、
　複数の同期信号（ＳＳ）ブロックのためにリソースを割り振ることと、
　時間ギャップだけ第２のＳＳブロックバーストから時間的に分離された第１のＳＳブロ
ックバーストの第１のＳＳブロック中で、第１の物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣ
Ｈ）ペイロードの線形符号化に少なくとも部分的に基づいて第１のコードワードを送信す
ることと、前記第１のＰＢＣＨペイロードが、前記第１のＳＳブロックのための第１のタ
イミングインジケータを含む、ここにおいて、前記時間ギャップが、ＳＳブロック間の非
一様なブロック間持続時間を導入する、
　時間増分を含むブロック間持続時間だけ前記第１のＳＳブロックから時間的に分離され
た第２のＳＳブロック中で、第２のＰＢＣＨペイロードの線形符号化に少なくとも部分的
に基づいて第２のコードワードを送信することと、前記第２のＰＢＣＨペイロードが、前
記第２のＳＳブロックのための第２のタイミングインジケータを含み、前記第２のタイミ
ングインジケータが、前記第１のタイミングインジケータと前記時間増分とに少なくとも
部分的に基づく、ここにおいて、ＳＳブロックのシーケンスのＳＳブロックが、連続した
ＳＳブロックインデックスを有する、
　を備える、方法。
【請求項９】
　前記第２のＳＳブロックが前記第１のＳＳブロックバーストにおいて送信され、前記ブ
ロック間持続時間が前記時間増分に等しい、または
　前記第２のＳＳブロックが前記第２のＳＳブロックバーストにおいて送信され、ここに
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おいて、前記ブロック間持続時間が前記時間ギャップを含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１のタイミングインジケータが、前記第１のＳＳブロックのための、第１のＳＳ
ブロックインデックス、または前記第１のＳＳブロックインデックスの一部分を備え、前
記第２のタイミングインジケータが、前記第２のＳＳブロックのための、第２のＳＳブロ
ックインデックス、または前記第２のＳＳブロックインデックスの一部分を備える、請求
項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１のＳＳブロックインデックスが、ブロードキャストチャネル送信時間間隔（Ｂ
ＣＨ　ＴＴＩ）内の前記第１のＳＳブロックの第１のタイミングを識別し、前記第２のＳ
Ｓブロックインデックスが、前記ＢＣＨ　ＴＴＩ内の前記第２のＳＳブロックの第２のタ
イミングを識別する、または
　前記第１のＳＳブロックインデックスは、前記第１のＳＳブロックが送信される第１の
ビームを識別し、前記第２のＳＳブロックインデックスは、前記第２のＳＳブロックが送
信される第２のビームを識別する、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記時間増分がＳＳブロックの数を備え、好ましくは、
　前記第１のＰＢＣＨペイロードおよび前記第２のＰＢＣＨペイロードが各々同じマスタ
情報ブロック（ＭＩＢ）を含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　前記複数のＳＳブロックのために割り振られた前記リソースがブロードキャストチャネ
ル送信時間間隔（ＢＣＨ　ＴＴＩ）内にあり、
　前記複数のＳＳブロックのために割り振られた前記リソースが異なるブロードキャスト
チャネル送信時間間隔（ＢＣＨ　ＴＴＩ）内にある、請求項８に記載の方法。
【請求項１４】
　基地局におけるワイヤレス通信のための装置であって、前記装置は、
　複数の同期信号（ＳＳ）ブロックのためにリソースを割り振るための手段と、
　時間ギャップだけ第２のＳＳブロックバーストから時間的に分離された第１のＳＳブロ
ックバーストの第１のＳＳブロック中で、第１の物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣ
Ｈ）ペイロードの線形符号化に少なくとも部分的に基づいて第１のコードワードを送信す
るための手段と、前記第１のＰＢＣＨペイロードが、前記第１のＳＳブロックのための第
１のタイミングインジケータを含む、ここにおいて、前記時間ギャップが、ＳＳブロック
間の非一様なブロック間持続時間を導入する、
　時間増分を含むブロック間持続時間だけ前記第１のＳＳブロックから時間的に分離され
た第２のＳＳブロック中で、第２のＰＢＣＨペイロードの線形符号化に少なくとも部分的
に基づいて第２のコードワードを送信するための手段と、前記第２のＰＢＣＨペイロード
が、前記第２のＳＳブロックのための第２のタイミングインジケータを含み、前記第２の
タイミングインジケータが、前記第１のタイミングインジケータと前記時間増分とに少な
くとも部分的に基づく、ここにおいて、ＳＳブロックのシーケンスのＳＳブロックが、連
続したＳＳブロックインデックスを有する、
　を備える、装置。
【請求項１５】
　実行されると、請求項１～６および８～１４のうちのいずれかに記載の方法を実行する
ように実行可能な命令を備えるコンピュータプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８９】
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　[0192]本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用することがで
きるように与えられた。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかとなり、本明細
書で定義された一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され
得る。したがって、本開示は、本明細書で説明された例および設計に限定されるべきでな
く、本明細書で開示される原理および新規の技法に合致する最も広い範囲を与えられるべ
きである。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための方法であって、
　第１の同期信号（ＳＳ）ブロック中で、第１の物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣ
Ｈ）ペイロードの線形符号化に少なくとも部分的に基づいて第１のコードワードを受信す
ることと、前記第１のＰＢＣＨペイロードが、前記第１のＳＳブロックのための第１のタ
イミングインジケータを含む、
　時間増分だけ前記第１のＳＳブロックから時間的に分離された第２のＳＳブロック中で
、第２のＰＢＣＨペイロードの線形符号化に少なくとも部分的に基づいて第２のコードワ
ードを受信することと、前記第２のＰＢＣＨペイロードが、前記第２のＳＳブロックのた
めの第２のタイミングインジケータを含み、前記第２のタイミングインジケータが、前記
第１のタイミングインジケータと前記時間増分とに少なくとも部分的に基づく、
　前記時間増分に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のコードワードおよび前記第２
のコードワードのための組み合わせられた復号メトリックの１つまたは複数の仮説を決定
することと、
　前記１つまたは複数の仮説における少なくとも１つの仮説の各々に基づいて前記第１の
コードワードを復号することと、前記少なくとも１つの仮説が正しい仮説を含む、
　前記正しい仮説に少なくとも部分的に基づいて前記第１のコードワードを復号するとき
に実行される巡回冗長検査（ＣＲＣ）検証に少なくとも部分的に基づいて前記第１のコー
ドワードを決定することと
を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記１つまたは複数の仮説を決定することが、
　前記時間増分に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のタイミングインジケータと前
記第２のタイミングインジケータとの間のビット差分についての第１の中間の１つまたは
複数の仮説を決定することと、
　前記第１の中間の１つまたは複数の仮説に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のコ
ードワードおよび前記第２のコードワードのための組み合わせられた復号メトリックの前
記１つまたは複数の仮説を決定することと
を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記第１の中間の１つまたは複数の仮説に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のコ
ードワードおよび前記第２のコードワードのための組み合わせられた復号メトリックの前
記１つまたは複数の仮説を決定することが、
　前記第１の中間の１つまたは複数の仮説に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のコ
ードワードと前記第２のコードワードとの間の符号化ビット差分についての第２の中間の
１つまたは複数の仮説を決定することと、
　前記第２の中間の１つまたは複数の仮説のうちの少なくとも１つに少なくとも部分的に
基づいて前記第２のコードワードのための復号メトリックの第２のセットを補正すること
と、
　前記第１のコードワードおよび前記第２のコードワードのための組み合わせられた復号
メトリックの前記１つまたは複数の仮説を決定するために、復号メトリックの各補正され
た第２のセットを、前記第１のコードワードのための復号メトリックの第１のセットと組
み合わせることと



(6) JP 2020-512752 A5 2021.4.8

を備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記組み合わせられた復号メトリックが対数尤度比（ＬＬＲ）を備える、Ｃ１に記載の
方法。
［Ｃ５］
　前記第１のタイミングインジケータが、前記第１のＳＳブロックのための、第１のＳＳ
ブロックインデックス、または前記第１のＳＳブロックインデックスの一部分を備え、前
記第２のタイミングインジケータが、前記第２のＳＳブロックのための、第２のＳＳブロ
ックインデックス、または前記第２のＳＳブロックインデックスの一部分を備える、Ｃ１
に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記第１のＳＳブロックインデックスに少なくとも部分的に基づいて、ブロードキャス
トチャネル送信時間間隔（ＢＣＨ　ＴＴＩ）内の前記第１のＳＳブロックの第１のタイミ
ングを決定すること
をさらに備える、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記第１のＳＳブロックインデックスに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＳＳ
ブロックが送信されるビームを識別すること
をさらに備える、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記第１のコードワードが、第１の線形符号化に少なくとも部分的に基づいて符号化さ
れる前記第１のＰＢＣＨペイロードを備え、前記符号化された第１のＰＢＣＨペイロード
のための第１の巡回冗長検査（ＣＲＣ）と、前記符号化された第１のＰＢＣＨペイロード
とが、第２の線形符号化に少なくとも部分的に基づいて符号化され、
　前記第２のコードワードが、前記第１の線形符号化に少なくとも部分的に基づいて符号
化される前記第２のＰＢＣＨペイロードを備え、前記符号化された第２のＰＢＣＨペイロ
ードのための、第２のＣＲＣと、前記符号化された第２のＰＢＣＨペイロードとが、前記
第２の線形符号化に少なくとも部分的に基づいて符号化される、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記第１のコードワードが前記第２のコードワードの前に受信される、Ｃ１に記載の方
法。
［Ｃ１０］
　前記第２のコードワードが前記第１のコードワードの前に受信される、Ｃ１に記載の方
法。
［Ｃ１１］
　前記第１のタイミングインジケータおよび前記第２のタイミングインジケータが各々同
じビット数を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記第１のタイミングインジケータと前記第２のタイミングインジケータとが、タイミ
ングインジケータの所定のセットからのものである、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記時間増分がＳＳブロックの数を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記第１のＰＢＣＨペイロードおよび前記第２のＰＢＣＨペイロードが各々同じマスタ
情報ブロック（ＭＩＢ）を含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記第１のＳＳブロックと前記第２のＳＳブロックとがブロードキャストチャネル送信
時間間隔（ＢＣＨ　ＴＴＩ）内に受信される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１６］
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　前記第１のＳＳブロックと前記第２のＳＳブロックとが異なるブロードキャストチャネ
ル送信時間間隔（ＢＣＨ　ＴＴＩ）内に受信される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記第１のＳＳブロックおよび前記第２のＳＳブロックが各々、１次同期信号（ＰＳＳ
）、２次同期信号（ＳＳＳ）、またはそれらの組合せを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１８］
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための装置であって、前記装置は、
　第１の同期信号（ＳＳ）ブロック中で、第１の物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣ
Ｈ）ペイロードの線形符号化に少なくとも部分的に基づいて第１のコードワードを受信す
るための手段と、前記第１のＰＢＣＨペイロードが、前記第１のＳＳブロックのための第
１のタイミングインジケータを含む、
　時間増分だけ前記第１のＳＳブロックから時間的に分離された第２のＳＳブロック中で
、第２のＰＢＣＨペイロードの線形符号化に少なくとも部分的に基づいて第２のコードワ
ードを受信するための手段と、前記第２のＰＢＣＨペイロードが、前記第２のＳＳブロッ
クのための第２のタイミングインジケータを含み、前記第２のタイミングインジケータが
、前記第１のタイミングインジケータと前記時間増分とに少なくとも部分的に基づく、
　前記時間増分に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のコードワードおよび前記第２
のコードワードのための組み合わせられた復号メトリックの１つまたは複数の仮説を決定
するための手段と、
　前記１つまたは複数の仮説における少なくとも１つの仮説の各々に基づいて前記第１の
コードワードを復号するための手段と、前記少なくとも１つの仮説が正しい仮説を含む、
　前記正しい仮説に少なくとも部分的に基づいて前記第１のコードワードを復号するとき
に実行される巡回冗長検査（ＣＲＣ）検証に少なくとも部分的に基づいて前記第１のコー
ドワードを決定するための手段と
を備える装置。
［Ｃ１９］
　前記１つまたは複数の仮説を決定するための前記手段が、
　前記時間増分に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のタイミングインジケータと前
記第２のタイミングインジケータとの間のビット差分についての第１の中間の１つまたは
複数の仮説を決定するための手段と、
　前記第１の中間の１つまたは複数の仮説に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のコ
ードワードおよび前記第２のコードワードのための組み合わせられた復号メトリックの前
記１つまたは複数の仮説を決定するための手段と
をさらに備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記第１の中間の１つまたは複数の仮説に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のコ
ードワードおよび前記第２のコードワードのための組み合わせられた復号メトリックの前
記１つまたは複数の仮説を決定するための前記手段が、
　前記第１の中間の１つまたは複数の仮説に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のコ
ードワードと前記第２のコードワードとの間の符号化ビット差分についての第２の中間の
１つまたは複数の仮説を決定するための手段と、
　前記第２の中間の１つまたは複数の仮説のうちの少なくとも１つに少なくとも部分的に
基づいて前記第２のコードワードのための復号メトリックの第２のセットを補正するため
の手段と、
　前記第１のコードワードおよび前記第２のコードワードのための組み合わせられた復号
メトリックの前記１つまたは複数の仮説を決定するために、復号メトリックの各補正され
た第２のセットを、前記第１のコードワードのための復号メトリックの第１のセットと組
み合わせるための手段と
をさらに備える、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２１］



(8) JP 2020-512752 A5 2021.4.8

　前記組み合わせられた復号メトリックが対数尤度比（ＬＬＲ）を備える、Ｃ１８に記載
の装置。
［Ｃ２２］
　前記第１のタイミングインジケータが、前記第１のＳＳブロックのための、第１のＳＳ
ブロックインデックス、または前記第１のＳＳブロックインデックスの一部分を備え、前
記第２のタイミングインジケータが、前記第２のＳＳブロックのための、第２のＳＳブロ
ックインデックス、または前記第２のＳＳブロックインデックスの一部分を備える、Ｃ１
８に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記第１のＳＳブロックインデックスに少なくとも部分的に基づいて、ブロードキャス
トチャネル送信時間間隔（ＢＣＨ　ＴＴＩ）内の前記第１のＳＳブロックの第１のタイミ
ングを決定するための手段
をさらに備える、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記第１のＳＳブロックインデックスに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＳＳ
ブロックが送信されるビームを識別するための手段
をさらに備える、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記第１のコードワードが、第１の線形符号化に少なくとも部分的に基づいて符号化さ
れる前記第１のＰＢＣＨペイロードを備え、前記符号化された第１のＰＢＣＨペイロード
と、前記符号化された第１のＰＢＣＨペイロードのための第１の巡回冗長検査（ＣＲＣ）
とが、第２の線形符号化に少なくとも部分的に基づいて符号化され、
　前記第２のコードワードが、前記第１の線形符号化に少なくとも部分的に基づいて符号
化される前記第２のＰＢＣＨペイロードを備え、前記符号化された第２のＰＢＣＨペイロ
ードと、前記符号化された第２のＰＢＣＨペイロードのための第２のＣＲＣとが、前記第
２の線形符号化に少なくとも部分的に基づいて符号化される、
Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記第１のコードワードが前記第２のコードワードの前に受信される、Ｃ１８に記載の
装置。
［Ｃ２７］
　前記第２のコードワードが前記第１のコードワードの前に受信される、Ｃ１８に記載の
装置。
［Ｃ２８］
　前記第１のタイミングインジケータおよび前記第２のタイミングインジケータが各々同
じビット数を備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記第１のタイミングインジケータと前記第２のタイミングインジケータとが、タイミ
ングインジケータの所定のセットからのものである、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記時間増分がＳＳブロックの数を備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ３１］
　前記第１のＰＢＣＨペイロードおよび前記第２のＰＢＣＨペイロードが各々同じマスタ
情報ブロック（ＭＩＢ）を含む、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ３２］
　前記第１のＳＳブロックと前記第２のＳＳブロックとがブロードキャストチャネル送信
時間間隔（ＢＣＨ　ＴＴＩ）内に受信される、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ３３］
　前記第１のＳＳブロックと前記第２のＳＳブロックとが異なるブロードキャストチャネ
ル送信時間間隔（ＢＣＨ　ＴＴＩ）内に受信される、Ｃ１８に記載の装置。
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［Ｃ３４］
　前記第１のＳＳブロックおよび前記第２のＳＳブロックが各々、１次同期信号（ＰＳＳ
）、２次同期信号（ＳＳＳ）、またはそれらの組合せを備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ３５］
　基地局におけるワイヤレス通信のための方法であって、
　複数の同期信号（ＳＳ）ブロックのためにリソースを割り振ることと、
　時間ギャップだけ第２のＳＳブロックバーストから時間的に分離された第１のＳＳブロ
ックバーストの第１のＳＳブロック中で、第１の物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣ
Ｈ）ペイロードの線形符号化に少なくとも部分的に基づいて第１のコードワードを送信す
ることと、前記第１のＰＢＣＨペイロードが、前記第１のＳＳブロックのための第１のタ
イミングインジケータを含む、
　時間増分を含むブロック間持続時間だけ前記第１のＳＳブロックから時間的に分離され
た第２のＳＳブロック中で、第２のＰＢＣＨペイロードの線形符号化に少なくとも部分的
に基づいて第２のコードワードを送信することと、前記第２のＰＢＣＨペイロードが、前
記第２のＳＳブロックのための第２のタイミングインジケータを含み、前記第２のタイミ
ングインジケータが、前記第１のタイミングインジケータと前記時間増分とに少なくとも
部分的に基づく、
を備える、方法。
［Ｃ３６］
　前記第２のＳＳブロックが前記第１のＳＳブロックバーストにおいて送信され、前記ブ
ロック間持続時間が前記時間増分に等しい、Ｃ３５に記載の方法。
［Ｃ３７］
　前記第２のＳＳブロックが前記第２のＳＳブロックバーストにおいて送信され、ここに
おいて、前記ブロック間持続時間が前記時間ギャップを含む、Ｃ３５に記載の方法。
［Ｃ３８］
　第３のＳＳブロック中で、第３のＰＢＣＨペイロードの線形符号化に少なくとも部分的
に基づいて第３のコードワードを送信することをさらに備え、ここにおいて、前記第３の
ＳＳブロックが、前記ブロック間持続時間だけ他のＳＳブロックから時間的に分離されな
い、
Ｃ３５に記載の方法。
［Ｃ３９］
　前記第１のタイミングインジケータが、前記第１のＳＳブロックのための、第１のＳＳ
ブロックインデックス、または前記第１のＳＳブロックインデックスの一部分を備え、前
記第２のタイミングインジケータが、前記第２のＳＳブロックのための、第２のＳＳブロ
ックインデックス、または前記第２のＳＳブロックインデックスの一部分を備える、Ｃ３
５に記載の方法。
［Ｃ４０］
　前記第１のＳＳブロックインデックスが、ブロードキャストチャネル送信時間間隔（Ｂ
ＣＨ　ＴＴＩ）内の前記第１のＳＳブロックの第１のタイミングを識別し、前記第２のＳ
Ｓブロックインデックスが、前記ＢＣＨ　ＴＴＩ内の前記第２のＳＳブロックの第２のタ
イミングを識別する、Ｃ３９に記載の方法。
［Ｃ４１］
　前記第１のＳＳブロックインデックスは、前記第１のＳＳブロックが送信される第１の
ビームを識別し、前記第２のＳＳブロックインデックスは、前記第２のＳＳブロックが送
信される第２のビームを識別する、Ｃ３９に記載の方法。
［Ｃ４２］
　第１の線形符号化に少なくとも部分的に基づいて前記第１のＰＢＣＨペイロードを符号
化することと、
　前記符号化された第１のＰＢＣＨペイロードのための第１の巡回冗長検査（ＣＲＣ）を
決定することと、
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　第２の線形符号化に少なくとも部分的に基づいて、前記符号化された第１のＰＢＣＨペ
イロードと前記第１のＣＲＣとを符号化することによって、前記第１のコードワードを決
定することと、
　前記第１の線形符号化に少なくとも部分的に基づいて前記第２のＰＢＣＨペイロードを
符号化することと、
　前記符号化された第２のＰＢＣＨペイロードのための第２のＣＲＣを決定することと、
　前記第２の線形符号化に少なくとも部分的に基づいて、前記符号化された第２のＰＢＣ
Ｈペイロードと前記第２のＣＲＣとを符号化することによって、前記第２のコードワード
を決定することと
をさらに備える、Ｃ３５に記載の方法。
［Ｃ４３］
　前記第１のタイミングインジケータおよび前記第２のタイミングインジケータが各々同
じビット数を備える、Ｃ３５に記載の方法。
［Ｃ４４］
　タイミングインジケータの所定のセットから前記第１のタイミングインジケータと前記
第２のタイミングインジケータとを選択すること
をさらに備える、Ｃ３５に記載の方法。
［Ｃ４５］
　前記時間増分がＳＳブロックの数を備える、Ｃ３５に記載の方法。
［Ｃ４６］
　前記第１のＰＢＣＨペイロードおよび前記第２のＰＢＣＨペイロードが各々同じマスタ
情報ブロック（ＭＩＢ）を含む、Ｃ３５に記載の方法。
［Ｃ４７］
　前記複数のＳＳブロックのために割り振られた前記リソースがブロードキャストチャネ
ル送信時間間隔（ＢＣＨ　ＴＴＩ）内にある、Ｃ３５に記載の方法。
［Ｃ４８］
　前記複数のＳＳブロックのために割り振られた前記リソースが異なるブロードキャスト
チャネル送信時間間隔（ＢＣＨ　ＴＴＩ）内にある、Ｃ３５に記載の方法。
［Ｃ４９］
　前記第１のＳＳブロックおよび前記第２のＳＳブロックが各々、１次同期信号（ＰＳＳ
）、２次同期信号（ＳＳＳ）、またはそれらの組合せを備える、Ｃ３５に記載の方法。
［Ｃ５０］
　基地局におけるワイヤレス通信のための装置であって、前記装置は、
　複数の同期信号（ＳＳ）ブロックのためにリソースを割り振るための手段と、
　時間ギャップだけ第２のＳＳブロックバーストから時間的に分離された第１のＳＳブロ
ックバーストの第１のＳＳブロック中で、第１の物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣ
Ｈ）ペイロードの線形符号化に少なくとも部分的に基づいて第１のコードワードを送信す
るための手段と、前記第１のＰＢＣＨペイロードが、前記第１のＳＳブロックのための第
１のタイミングインジケータを含む、
　時間増分を含むブロック間持続時間だけ前記第１のＳＳブロックから時間的に分離され
た第２のＳＳブロック中で、第２のＰＢＣＨペイロードの線形符号化に少なくとも部分的
に基づいて第２のコードワードを送信するための手段と、前記第２のＰＢＣＨペイロード
が、前記第２のＳＳブロックのための第２のタイミングインジケータを含み、前記第２の
タイミングインジケータが、前記第１のタイミングインジケータと前記時間増分とに少な
くとも部分的に基づく、
を備える、装置。
［Ｃ５１］
　前記第２のＳＳブロックが前記第１のＳＳブロックバーストにおいて送信され、ここに
おいて、前記ブロック間持続時間が前記時間増分に等しい、Ｃ５０に記載の装置。
［Ｃ５２］
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　前記第２のＳＳブロックが前記第１のＳＳブロックバーストにおいて送信され、前記ブ
ロック間持続時間が前記時間増分に等しい、Ｃ５０に記載の装置。
［Ｃ５３］
　第３のＳＳブロック中で、第３のＰＢＣＨペイロードの線形符号化に少なくとも部分的
に基づいて第３のコードワードを送信するための手段をさらに備え、ここにおいて、前記
第３のＳＳブロックが、前記ブロック間持続時間だけ他のＳＳブロックから時間的に分離
されない、
Ｃ５０に記載の装置。
［Ｃ５４］
　前記第１のタイミングインジケータが、前記第１のＳＳブロックのための、第１のＳＳ
ブロックインデックス、または前記第１のＳＳブロックインデックスの一部分を備え、前
記第２のタイミングインジケータが、前記第２のＳＳブロックのための、第２のＳＳブロ
ックインデックス、または前記第２のＳＳブロックインデックスの一部分を備える、Ｃ５
０に記載の装置。
［Ｃ５５］
　前記第１のＳＳブロックインデックスが、ブロードキャストチャネル送信時間間隔（Ｂ
ＣＨ　ＴＴＩ）内の前記第１のＳＳブロックの第１のタイミングを識別し、前記第２のＳ
Ｓブロックインデックスが、前記ＢＣＨ　ＴＴＩ内の前記第２のＳＳブロックの第２のタ
イミングを識別する、Ｃ５４に記載の装置。
［Ｃ５６］
　前記第１のＳＳブロックインデックスは、前記第１のＳＳブロックが送信される第１の
ビームを識別し、前記第２のＳＳブロックインデックスは、前記第２のＳＳブロックが送
信される第２のビームを識別する、Ｃ５４に記載の装置。
［Ｃ５７］
　第１の線形符号化に少なくとも部分的に基づいて前記第１のＰＢＣＨペイロードを符号
化するための手段と、
　前記符号化された第１のＰＢＣＨペイロードのための第１の巡回冗長検査（ＣＲＣ）を
決定するための手段と、
　第２の線形符号化に少なくとも部分的に基づいて、前記符号化された第１のＰＢＣＨペ
イロードと前記第１のＣＲＣとを符号化することによって、前記第１のコードワードを決
定するための手段と、
　前記第１の線形符号化に少なくとも部分的に基づいて前記第２のＰＢＣＨペイロードを
符号化するための手段と、
　前記符号化された第２のＰＢＣＨペイロードのための第２のＣＲＣを決定するための手
段と、
　前記第２の線形符号化に少なくとも部分的に基づいて、前記符号化された第２のＰＢＣ
Ｈペイロードと前記第２のＣＲＣとを符号化することによって、前記第２のコードワード
を決定するための手段と
をさらに備える、Ｃ５０に記載の装置。
［Ｃ５８］
　前記第１のタイミングインジケータおよび前記第２のタイミングインジケータが各々同
じビット数を備える、Ｃ５０に記載の装置。
［Ｃ５９］
　タイミングインジケータの所定のセットから前記第１のタイミングインジケータと前記
第２のタイミングインジケータとを選択するための手段
をさらに備える、Ｃ５０に記載の装置。
［Ｃ６０］
　前記時間増分がＳＳブロックの数を備える、Ｃ５０に記載の装置。
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